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国
際
主
義
と
日
本
共

産
党
第
二
八
回
大
会

日
本
共
産
党
第
二
八
回
大
会
が
一

月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
五

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

今
大
会
の
主
要
報
告
は
、
①
志
位

委
員
長
に
よ
る
「
綱
領
一
部
改
定

案
に
つ
い
て
の
中
央
委
員
会
報

告
」、
②
小
池
書
記
局
長
に
よ
る

「
第
一
決
議
案
（
政
治
任
務
）
に

つ
い
て
の
中
央
委
員
会
報
告
」、

③
山
下
副
委
員
長
に
よ
る
「
第
二

決
議
案
（
党
建
設
）
に
つ
い
て
の

中
央
委
員
会
報
告
」
の
三
本
で
あ

り
、
一
月
十
九
日
付
『
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
』
は
、
こ
れ
ら
綱
領
一
部
改

定
案
と
二
つ
の
決
議
案
を
討
議
の

う
え
「
全
員
一
致
で
採
択
」
し
た

と
報
じ
た
。

こ
こ
で
は
こ
の
三
報
告
の
う
ち
、

綱
領
改
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
れ
は
、
二
〇
二
〇
年
を
迎
え
た

こ
ん
に
ち
、
全
世
界
の
共
産
主
義

者
に
問
わ
れ
て
い
る
、
い
か
に
し

て
反
帝
国
主
義
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
を
貫
く
の
か

と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
各
国
共
産
党

の
存
在
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題

を
、
今
回
の
綱
領
改
定
が
内
包
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

昨
年
十
一
月
四
日
に
第
八
回
中
央

委
員
会
総
会
（
以
下
、
八
中
総
）

を
開
催
、
志
位
委
員
長
が
こ
の
綱

領
一
部
改
定
案
を
提
案
し
、
以

降
、
全
党
討
議
が
す
す
め
ら
れ
て

き
た
。
八
中
総
で
志
位
委
員
長

は
、
そ
の
改
定
案
の
要
点
を
「
今

回
の
綱
領
一
部
改
定
は
、
綱
領
第

三
章
・
世
界
情
勢
論
を
中
心
に
行

い
、
そ
れ
と
の
関
係
で
第
五
章
・

未
来
社
会
論
の
一
部
を
改
定
す

る
」
と
報
告
し
、
そ
の
内
容
を
三

点
に
分
け
て
説
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、
①
二
〇
世
紀
に
起
こ

っ
た
世
界
の
変
化
の
な
か
で
、
植

民
地
体
制
の
崩
壊
が
最
大
の
変

化
、
②
中
国
の
評
価
に
か
か
わ
る

記
述
を
全
面
削
除
、
③
発
達
し
た

資
本
主
義
国
で
の
社
会
変
革
が
社

会
主
義
・
共
産
主
義
へ
の
大
道
で

あ
る
と
い
う
「
未
来
社
会
論
」
の

三
点
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
の
歴
史
と

現
代
世
界
の
構
造

ま
ず
①
に
つ
い
て
。
わ
れ
わ
れ
は

日
本
共
産
党
と
ち
が
っ
て
、
二
〇

世
紀
に
起
き
た
世
界
の
最
大
の
構

造
変
化
は
、
ロ
シ
ア
十
月
社
会
主

義
革
命
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

連
邦
の
成
立
に
こ
そ
あ
る
と
主
張

す
る
。
植
民
地
体
制
の
崩
壊
も
、

こ
の
ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命

で
掲
げ
ら
れ
た
「
平
和
に
関
す
る

布
告
」
に
盛
ら
れ
た
「
民
族
自

決
」
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
が
全
世
界
の
被
抑
圧
民

族
の
長
年
に
わ
た
る
反
帝
闘
争
に

解
放
の
道
筋
を
与
え
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
体
制
の

崩
壊
は
社
会
主
義
の
成
立
・
発
展

と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
ば
か
り

か
、
社
会
主
義
ソ
連
邦
が
こ
の
世

界
に
誕
生
し
た
か
ら
こ
そ
な
し
得

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
日
本
共
産

党
は
こ
の
事
実
に
目
を
閉
ざ
す
。

中
国
な
ど
の
反
米
闘

争
の
評
価
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
。
中
国
の
評

価
に
か
か
わ
る
記
述
の
全
面
削
除

と
は
、
具
体
的
に
は
前
回
の
綱
領

改
定
時
（
二
〇
〇
四
年
）
に
加
え

ら
れ
た
「
今
日
、
重
要
な
こ
と

は
、
資
本
主
義
か
ら
離
脱
し
た
い

く
つ
か
の
国
ぐ
に
で
、
政
治
上
・

経
済
上
の
未
解
決
の
問
題
を
残
し

な
が
ら
も
、『
市
場
経
済
を
通
じ

て
社
会
主
義
へ
』
と
い
う
取
り
組

み
な
ど
、
社
会
主
義
を
め
ざ
す
新

し
い
探
究
が
開
始
さ
れ
、
人
口
が

一
三
億
を
超
え
る
大
き
な
地
域
で

の
発
展
と
し
て
、
二
一
世
紀
の
世

界
史
の
重
要
な
流
れ
の
一
つ
と
な

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」

の
部
分
を
指
す
。
こ
の
部
分
の
全

面
削
除
の
理
由
と
し
て
、
中
国
の

「
新
し
い
覇
権
主
義
・
大
国
主
義
」

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
党
大
会

で
志
位
委
員
長
は
、「
中
国
社
会

に
大
国
主
義
の
歴
史
が
あ
る
」
と

し
て
、
近
代
以
前
の
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の
朝

貢
関
係
を
も
ち
だ
す
こ
と
ま
で
行

な
っ
た
。

さ
ら
に
、
八
中
総
で
は
「
資
本
主

義
か
ら
離
脱
し
た
い
く
つ
か
の
国

ぐ
に
」
の
一
つ
に
キ
ュ
ー
バ
を
挙

げ
、「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
問
題
で
民
主

主
義
と
人
権
を
破
壊
し
独
裁
を
強

め
る
マ
ド
ゥ
ロ
体
制
を
支
え
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
分
断
を
持
ち
込

む
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を

深
く
憂
慮
」
す
る
と
も
発
言
し
て

い
る
。
し
か
し
中
国
も
キ
ュ
ー
バ

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
・
矛
盾
を

抱
え
つ
つ
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

と
の
闘
い
、
反
帝
闘
争
の
立
場
に

た
つ
こ
と
で
は
一
貫
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
棚
上
げ
し
、
自
国
帝

国
主
義
が
、
い
ま
だ
に
天
皇
制
を

支
配
構
造
に
抱
え
、
内
に
人
民
支

配
、
外
に
戦
争
国
家
と
し
て
乗
り

出
し
て
い
る
こ
と
を
許
し
て
い

る
、
そ
の
こ
と
へ
の
自
省
の
か
け

ら
も
な
い
志
位
委
員
長
の
こ
れ
ら

の
発
言
を
、
排
外
主
義
と
呼
ば
ず

し
て
な
ん
と
呼
べ
ば
よ
い
の
か
。

さ
ら
に
こ
こ
に
は
、「
国
際
社
会
」

「
市
民
社
会
」「
人
権
」
と
い
っ
た

概
念
を
「
社
会
主
義
」
の
理
念
と

対
立
さ
せ
て
持
ち
上
げ
、
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
・
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
や
国
連

を
至
上
の
も
の
と
す
る
階
級
闘
争

軽
視
、「
悪
い
資
本
主
義
よ
り
い

い
資
本
主
義
」
論
が
前
提
に
さ
れ

て
い
る
。

闘
わ
ず
し
て「
未
来
社

会
」は
拓
け
な
い

そ
の
う
え
で
、
③
が
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。「
発
達
し
た
資

本
主
義
国
で
の
社
会
変
革
が
社
会

主
義
・
共
産
主
義
へ
の
大
道
で
あ

る
」
と
い
う
こ
の
「
未
来
社
会

論
」
は
、
②
と
の
関
係
に
お
い
て

導
か
れ
た
も
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
こ
に
自
主
独
立
を
標
榜
す
る

日
本
共
産
党
の
唯
我
独
尊
を
み

る
。
こ
の
「
未
来
社
会
論
」
に
よ

っ
て
教
育
さ
れ
る
党
員
が
、「
経

済
的
に
発
展
し
て
い
な
い
」
他
国

の
共
産
党
、
人
民
に
た
い
し
て
排

外
主
義
的
な
思
考
と
行
動
に
出
な

い
と
言
い
切
れ
る
か
。
党
員
を
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神

で
教
育
す
る
の
で
は
な
く
、「
日

本
は
発
達
し
た
資
本
主
義
」
で
、

そ
の
分
だ
け
社
会
主
義
に
近
い
と

い
っ
た
「
発
展
段
階
論
」
や
「
民

族
優
位
」
の
考
え
で
教
育
す
る
な

ら
、
そ
の
行
き
着
く
先
に
は
排
外

主
義
が
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
の
「
発
達
し
た
資
本
主
義
」
日

本
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
、

こ
ん
に
ち
あ
る
の
か
。
台
湾
・
朝

鮮
を
植
民
地
支
配
し
、
中
国
と
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
の
諸
国
を
半
植
民

地
支
配
し
て
資
本
蓄
積
し
、
敗
戦

後
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
庇
護

の
も
と
、
朝
鮮
戦
争
の
惨
禍
を
滋

養
に
し
、
戦
争
責
任
を
負
わ
な
い

「
経
済
協
力
」
方
式
の
資
本
輸
出

で
資
本
主
義
復
活
を
成
し
遂
げ
て

き
た
の
が
、「
発
達
し
た
資
本
主

義
国
」
日
本
の
真
の
姿
な
の
で
あ

る
。
そ
の
う
え
に
あ
ぐ
ら
を
か
い

て
「
発
達
し
た
資
本
主
義
国
で
の

社
会
変
革
が
社
会
主
義
・
共
産
主

義
へ
の
大
道
で
あ
る
」
な
ど
と
い

う
夜
郎
自
大
は
、
猛
省
の
う
え
改

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共
産
主
義
者
の
責
任

じ
じ
つ
、
こ
ん
に
ち
の
国
際
共
産

主
義
運
動
の
な
か
で
日
本
共
産
党

は
孤
立
し
た
状
態
だ
。

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
の
尽
力
に
よ
っ

て
毎
年
十
一
月
の
ロ
シ
ア
十
月
社

会
主
義
革
命
の
時
期
に
開
催
さ
れ

て
い
る
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会

議
が
、
今
年
は
隣
国
・
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
の
平
壌
で
開
催

さ
れ
る
。
日
本
共
産
党
は
、
こ
の

国
際
会
議
の
準
備
会
に
こ
そ
参
加

し
た
も
の
の
、
以
降
、
二
〇
余
年

の
実
績
を
も
つ
こ
の
国
際
会
議
に

は
い
っ
さ
い
参
加
し
て
い
な
い
。

朝
鮮
半
島
の
非
核
・
平
和
の
実
現

と
反
帝
国
主
義
勢
力
の
団
結
を
め

ざ
し
て
開
か
れ
る
こ
の
平
壌
国
際

会
議
に
、
日
本
共
産
党
は
今
回
も

参
加
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

ま
た
本
紙
今
号
掲
載
の
日
本
社
会

主
義
青
年
同
盟
・
近
藤
委
員
長
の

報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
で
世

界
の
共
産
主
義
青
年
運
動
の
流
れ

に
合
流
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
社

青
同
と
在
日
本
朝
鮮
青
年
同
盟
の

み
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
の
影
響

下
に
あ
る
日
本
民
主
青
年
同
盟

は
、
以
前
こ
の
流
れ
と
協
働
し
て

い
た
が
、
い
ま
は
世
界
民
主
青
年

連
盟
か
ら
も
脱
退
し
、
世
界
の
流

れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
し
は
思
う
。
資
本
主
義
の
不

均
等
発
展
の
も
と
で
、「
進
ん
だ

国
」
で
あ
れ
「
遅
れ
た
国
」
で
あ

れ
、
困
難
な
中
で
社
会
主
義
権
力

を
樹
立
し
、
い
ま
も
ア
メ
リ
カ
を

先
頭
と
す
る
帝
国
主
義
勢
力
の
瓦

解
攻
撃
と
敢
然
と
闘
う
中
国
や
キ

ュ
ー
バ
、
朝
鮮
の
共
産
主
義
者
の

党
と
、
社
会
主
義
権
力
の
樹
立
を

め
ざ
し
て
資
本
主
義
国
内
で
階
級

闘
争
を
担
う
共
産
主
義
者
の
党
の

あ
い
だ
に
優
劣
な
ど
な
い
。

日
本
共
産
党
第
二
八
回
大
会
で
も

野
党
共
闘
の
進
展
を
評
価
し
て
た

び
た
び
発
言
さ
れ
た
「
リ
ス
ペ
ク

ト
」（
尊
敬
・
敬
意
）
な
る
姿
勢

は
、
中
国
や
キ
ュ
ー
バ
、
そ
し
て

旧
ソ
連
や
朝
鮮
の
反
帝
闘
争
に
た

い
し
て
こ
そ
払
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。�

【
土
松
克
典
】

日
本
人
民
の
未
来
は
、世
界
の
労
働
者　

階
級
人
民
と
の
連
帯
の
中
に
こ
そ
あ
る
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